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●はじめに 

 

ご紹介頂きました高良でございます。今日、私はスライドとかパワーポイントを使わないのですが、皆

さんにお配りした紙がありますので、ちょっとそれを確認させて下さい。紙の資料が４頁あると思いま

す。一応私が今日お話をさせて頂くメニューのようなものが書いてあって、２頁が資料の A から資料 C

まで。それから３枚目が沖縄の歴史の流れが分かるようなメモが１つ。それから４頁目が今日の私がお喋 

りをするテーマの琉球王国時代の海外との交流を示す地図があると思いますけどよろしいでしょうか。 

では時間が限られておりますけども、今日の「海事立国フォーラム in沖縄」の趣旨に相応しいかどう

か分かりませんが、かつて沖縄の先人たちが当時は琉球と呼ばれていたわけですけれど、その時代のアジ

アとの交流の状況について、そのいくつかのポイントを皆様にご説明できたらというふうに思います。少

し時間を残しまして、後で皆様に、もしご質問がありましたら質疑応答の時間も設けたいというように考

えております。 

  

 ●琉球王国「大交易時代」 

 ～琉球王国とアジア諸国との交流～ 

 

まず４頁を見ていただきたいと思います。下の方にタイトルが書いてありますが、当時琉球王国と呼ば

れた沖縄が、どういう広がりを持ったアジアとの交流をしていたのかという状況を、私が作成した地図で

すけども、この地図を使って最初に話をしたいと思います。この地図に描いた時代は、ここに書いてあり

ますように 14 世紀の末から 16 世紀の後期ですから、日本の歴史でいけば、大体平安時代が終わって鎌

倉時代が始まった時代から 16世紀の後期ですので、織田信長とか豊臣秀吉と、あるいは徳川家康という

スーパースターが登場する時代までという時期に限定して書いたものですけども、その時期の琉球王国

がどのような地域と交流をしていたのかということをもちろん地元の琉球側の資料、それから交流相手

国の資料、その他外国の資料等色々使いながら、私なりに地図に描いた世界を実際に現地に行ってみて、

地元の先生方に色々と教えてもらったりしながら作った地図が４頁の地図です。 



 ご覧頂いて分かると思いますが、当時琉球王国の国際交流の交通の拠点は那覇港という港が拠点であ

りました。そこから琉球の船は北の日本の本土、この当時の日本の代表的な国際貿易港は今の鹿児島県の

坊津であったり、福岡の博多であったり、それから大阪の堺であったりするわけですが、そういったとこ

ろに頻繁に琉球の船が出入りするといった状況でした。そしてさらに対馬海峡を越えまして、朝鮮半島に

頻繁に出入りしておりまして、この当時の朝鮮王国の代表的な国際貿易港は釜山でしたが、そこに頻繁に

出入りをしております。 

 

そして最も注目すべきことは、沖縄の西に横たわっている東シナ海、中国人が東の海、東海と呼んでい

る海ですが、そこを越えて中国大陸に頻繁に出入りしております。今、福建省という省がありますが、そ

この中心的な貿易港だった福州とか泉州というところに出入りしておりまして、そこを拠点にして中国

の政治の首都だった北京にも頻繁にでかけるという交流をしております。福州から北京までの直線距離

が大体 3,000 キロメートル位ありますので、その 3,000 キロを北京まで往復するという活動もしていた

わけですね。 

さらに注目すべきことは、この当時の琉球王国はさらに南の世界に展開をするということです。南の方

には南シナ海、中国で南海といっている大きな海があります。その南シナ海を囲むように存在している東

南アジアの諸地域があります。現在のフィリピンでありますとか、色々な国々がありますけれど、その主

要な国に大体琉球の船が出かけていると。ルソンと呼ばれたフィリピンにも行っておりますし、それから

ベトナム、当時安南と言いましが、そこの貿易港にも行っております。さらに南下して、現在のタイ、当

時シャム王国と呼ばれた、都がアユタヤと、世界遺産になっている古い都がありますけれども、そこに毎

年のように行っております。そして現在はタイの南部、マレーシアとの国境地帯がありますが、パタニと

いう国際貿易港にも行っております。 

  

それから現在のマレーシアにありますが、マラッカという当時は東南アジア最大の貿易センターと呼

ばれた場所にも頻繁に出かけております。それから赤道を越えまして、スマトラ島のパレンバンでありま

すとか、ジャワ島のカラパ、グレシクといういずれも全部国際貿易港、特にこのジャワ島の東のグレシク

というところは、当時はスパイス貿易の拠点だった港ですけれど、そこにも琉球の船が出かけているとい



うわけです。つまりこの４頁の地図でご覧頂いてお分かりになりますように、この 14 世紀の末から 16

世紀後期の琉球王国というのは、まさに東アジア世界と東南アジア世界というアジアの主要な地域に頻

繁に出かけて交流をするという状況だったことが明らかになってきます。 

  

 ～万国津梁の鐘～ 

 

 この地図を作る中心的な資料は、実は琉球側に『歴代宝案』と呼ばれる大変重要な資料があります。こ

れは後で説明しますけれども今の外交文書に相当します。相手国の国王であるとか皇帝であるとか、その

他政治的なナンバーワンに宛てた外交文書が残っておりまして、また相手国からもたらされた外交文書

もちゃんと写されて残っております。そういった資料を使うと、このような壮大なアジアとの交流が行わ

れていた。この時代のことを、沖縄の歴史を理解しようとする皆さんにインパクトを持って理解して頂く

ために、１頁に戻りますが、「大交易時代」というふうに名前を付けました。まさにアジアに羽ばたく大

きな時代を作ったのだというわけです。そしてこの時代に東アジア、東南アジアという世界に羽ばたいた

当時の琉球の人間が書いた記録が残っていまして、それが２頁です。２頁の資料の A をご覧頂きたいの

ですが、「万国津梁の鐘」と呼ばれている梵鐘です。1458年の年代が入っているものですけれども、非常

に長い文章が刻まれていますが、その冒頭の文章のみを引用しました。しかも古い漢文で書いてあります

ので、私の方で少し読みやすいようにしてあります。 

 

 こういうふうに読みます。琉球国は南海の勝地にして、三韓の秀をあつめ、大明を以て輔車となし、日

域を以て唇歯となす。此の二の中間に在りて、湧出する蓬莱島なり。舟楫を以て万国の津梁となし、異産

至宝は十方刹に充満せり。その意味は、わが琉球は南海、南の方の海、これは東アジアの中では南の方に

位置しますので、その南海の海。勝地というのは一番優れた場所という意味で、優れた場所に位置してい

るという意味ですよね。三韓は朝鮮半島のことを指します。昔、朝鮮は馬韓、弁韓、辰韓と３つの国に分

かれていまして、３つの国を総称して三韓と言ったのですが、これは朝鮮半島という意味ですね。「朝鮮

の秀」ですから、優れた文化ですよね。「大明」は中国です。中国はわが琉球と輔車の関係だ。輔車とい



うのは、今の車で言えば車輪とシフトに当たるもの。ようするに軸です。両方がなければ動かない、つま

り一体的な関係だという意味ですよね。それから日域というのは日本を指します。日本とは唇と歯の関係

だと。これも一体、最も親しい関係だという意味ですね。これらの国々の中間にあって、海から湧き出た

蓬莱島のような、パラダイスのような国だと、自分のことを自慢しているわけです。 

 次が大事ですね。「舟楫を以て万国の津梁となす」と。「舟楫」というのは船を指します。船を操って万

国、これはアジアです。津梁というのは架け橋ですから、アジアの架け橋の役割を果たしていると。その

結果、わが琉球には「異産至宝」、アジアの様々なお宝が満ち溢れているという意味になります。 

まさに４頁に示した地図、この地図に示したような、東アジア、東南アジアという地域と活発に交流し、

そして船を使ってまさにアジアの架け橋の役割を果たしていた当時の琉球の人間たちの気概と言います

か、自分たちの活動を自慢してみせた資料ということになります。 

  

 ●琉球王国ばなぜ「大交易時代」を実現できたのか 

 ～大明帝国の政策―冊封と朝貢～ 

 

問題はですね、ここまでは単なるお国自慢であります。私は、歴史の勉強というのは、そういう状況を

知った上で、なぜそういうことが実現できたのかという問題を考えることがとても大事だと思います。つ

まり、なぜ４頁に示すような非常に広がりを持った壮大な交流が可能になったのか、その原因は何なの

か。どういうパワーや能力があって、そのようなことが実現できたのかということが問題になります。 

 それで１頁に戻って頂きたいのですが、なぜその時代を実現することができたのかという問題ですけ

れども、いくつかの理由があります。今日は細かいところまでは説明できませんが、ポイントのみを説明

したいと思います。１つは、当時の中国、大明と言いましたが、世界最強の国家の１つだった大明帝国が

とった政策と、そしてその国が特に琉球に対する一種の優遇策と呼ばれるものを推進したことに注目す

る必要があります。 

 

 その政策に関わる部分ですけども、何かというと、そこにメモを作りました。冊封（サッポウ）と朝貢、



学問的には冊封（サクホウ）と言います。簡単に言うと、中国の皇帝がアジアの国々の王の地位を認める

ということです。中国と他の国々は対等ではありません。中国からすると、自分より格下なんですね。従

って、例えばベトナム－安南の王がおりますと、その王の地位を北京の中国の皇帝が認知する、これが冊

封です。それに対して認められたベトナム－安南の王は、皇帝に忠誠を誓うために朝貢するわけです。貢

物を持って行って、古い言葉でいうと、まさに臣下の礼をとるということになります。その従属的で対等

ではない、一種の外交関係が、冊封と朝貢と呼ばれるものでありました。 

 

 この政策が、周辺のアジアの国々に大きな影響を与えたのは、この関係を受け入れなければ中国との交

流・貿易を認めないということだったからです。中国のあの明帝国の側からすると、対外関係・貿易を中

央政府が管理するという、管理型の国際関係というものを構築しようとした政策だったということであ

ります。もちろん中国は当時の世界でスーパーパワーでありますから、アジアの周辺の国々は、中国との

関係をちゃんと構築して、貿易をしたい。そして、中国はご存じのように世界最大の商品の産出国でもあ

りました。経済大国でもありましたので、この経済大国との関係を築くためにその政策を受け入れるわけ

です。アジアの多くの国々がこの政策を受け入れて、中国の一種の従属国になって、そういう形をとりな

がらも中国との貿易や様々な関係を作っていくという、そういうことだったわけです。 

 当時の琉球も当然それを受け入れて、琉球の王の地位を皇帝に認めてもらって、そしてそのかわり忠誠

を誓うために朝貢をする。その形式を前提にして中国との貿易交流を行うということを、アジアの他の

国々と同じように行ったわけです。 

 

～大明帝国の政策―貢期と入域港～ 

 

ところが問題は、貢期と呼ばれているものであります。中国に貢物を持っていきますが、中身は貿易で

す。その頻度を国毎に明の政府が指定するんです。全ての国が自由自在に中国にやってくることを認めな

い。国毎に、例えば安南、「お前は３年に１回来い」、別の国は 10年に１回だと、そういうふうに一種の

制限貿易という形をとるわけです。これが貢期と呼ばれた政策であります。そしてもう１つ、入域港の指



定です。海に開かれた様々な港が中国にはありますけれども、どの港にも自由に入ることは許されません

でした。国毎に利用する港が指定されます。今の中国の広東省、そこに広州という大きな町があります

が、そこは東南アジアの国々が入ってくる指定港です。日本は室町時代に中国に朝貢した時期があります

が、そのとき日本の船が利用できるのは浙江省の寧波という港です。琉球の船はですね、福建省の泉州と

いう港が指定されました。やがて泉州から福州に港が変更されますが、泉州も福州も琉球の船のみが利用

することを許された。他の外国船は許されなかったという事情があります。そういう入域港の指定が存在

しました。 

 

～明の海禁政策～ 

 

そしてもう１つ重要な政策は、当時の明が行った海禁政策という一種の鎖国です。中国人が自由に海外

に出ることを禁じます。既に海外に住んでいる中国人が自由に帰国することについても、強い制限を加え

ました。中国版の鎖国政策です。ちょっと話題がそれるかもしれませんが、江戸時代に徳川幕府は鎖国と

いう政策をとりましたけれども、江戸時代の資料の中に「鎖国」という言葉はほとんどありません。どう

書いてあるかというと、「海禁」と書いてあります。つまり、明の「海禁」という鎖国政策を参考に徳川

幕府は江戸時代に鎖国政策といわれるものを行ったということであります。 

アジアの国々は冊封を受け入れて、従属的な関係を結んで朝貢を行い、頻繁に中国に出かけて貿易しよ

うと思ったら、貢期という制限がハードルになった。出入りできる港も限られていた。決定的だったの

は、中国人がこの海禁政策によって、国内に閉じ込められてしまい、海外に自由に出て行けない。全体と

して、以前より中国人の海外進出するパワーがダウンしてしまう。その政策を破って外に出て行く者たち

が、倭寇と呼ばれたり、海寇（カイコウ）と呼ばれたりする民間の貿易者ということになっていく訳です

ね。要するに、経済大国である中国の商品が、東アジアや東南アジア、ひいてはアジアに供給されにくい

という状況が生まれたのです。もっと乱暴に言ってしまうと、中国商品の品薄状況という事態がアジアに

広がったのです。 

 



～明の琉球優遇政策―断トツの朝貢回数～ 

 

そこで琉球に対する優遇政策の話ですが、結論から先に言いますと、琉球に対しては貢期と呼ばれてい

る制限貿易を明は適用しなかった。琉球のみは１年に何回来てもよろしい、つまり制限がなかったという

ことなのです。４頁の地図を見て頂きたいのですが、左上の方に表があります。見づらいかもしれません

が、これは明の歴史をまとめた『明史』という本から作成されたデータです。中国の周辺諸国から何回朝

貢してきたかという公式データを、東京大学の村井章介先生が丹念に整理して作ってくれた表があり、そ

れをコピーしたものです。『明史』に見るアジア諸国の対明朝貢回数という表を見て下さい。断トツ１位

が琉球で、171 回。２位はベトナム－安南ですが、琉球の半分程度の 89 回。室町時代の日本は 19 回で

す。４位のハミはタクラマカン砂漠にあるオアシス国家ですよね。それから６位のシャム、これは今のタ

イです。７位のトルファンも西の方の砂漠にあるオアシス国家です。琉球が 171 回で断トツだという事

実は、琉球に対して貢期という制限を加えなかったために、アジアで最も中国と活発に交流できる地位と

いうか、条件を手にしていたということを教えてくれます。  

 

 ～明はなぜ琉球を優遇したのか～ 

 

問題は、なぜ琉球を優遇したのかということです。この問題については何人もの研究者が研究し、意見

を述べています。多くの理由がありますけれども、１つは、明という国の周辺はいわゆる倭寇と呼ばれた

政府のコントロールの効かない、海を舞台にする民間パワーがしばしば海賊行為を行う、倭寇と呼ばれて

いる民間パワーが展開していました。しばしば誤解されているのですが、日本人も含まれてはいますけれ

ども、この時期はほとんどが中国人です。海禁政策、明の政策に違反する人たちですが、こういう倭寇勢

力が琉球の島々に拠点を置いて、そこから明の沿岸部を荒らしまわる、あるいは自由貿易を行う可能性が

あった。琉球の島々が倭寇の基地になってしまう。安全保障上の観点から、琉球をむしろ明の影響が及ぶ

範囲に取り込もうという、今の安全保障上の政策として行ったというのが理由の１つになります。 

 



もう１つは、明という国は、皆さんご存じのように、チンギスハーンが作った元という国があり、その

元を滅ぼして出来上がった国です。元を滅ぼして明は建国されたのですが、まだまだモンゴルパワーは残

っています。残存勢力を絶えず攻撃しながら、明という国の国家基盤を強化ししなければならなかったわ

けです。軍事作戦を展開するうえで困った問題がありました。モンゴル勢力を叩くためには移動手段とし

ての馬が必要です。その馬の産地はモンゴル人に握られおり、馬が手に入らない。敵陣を攻撃する有効な

武器として大砲、石火矢がありましたが、火薬の重要な原料である硫黄が手に入らない。馬が少ない、硫

黄が足りない、という困った窮地を救ったのが実は琉球だったのです。 

 

今の沖縄県からは想像もできないと思いますが、当時の琉球においては大量の馬が飼育されていまし

た。そして、沖縄県の最北端は硫黄鳥島という島ですが、そこでは大量の硫黄が採取されていました。そ

の２つの品を、中国に提供したのです。平たく言うと、建国当初の明にとって、重要な軍需物資を提供し

てくれた琉球は恩人だったのです。貢期を適用しなかったばかりか、信じられないことですが、明は琉球

に大型の船もタダで支給しているのです。船が傷んだ場合は、修理のほうもタダでしてあげたという例も

あります。そのような、琉球優遇政策がとられたのです。 

 

～琉球の中継貿易～ 

 

優遇政策、そして明が行った対外政策の結果として、琉球の役割が浮上しました。頻繁に中国に出かけ

て行って、福州で大量の中国商品を仕入れ、那覇まで運んできた。それをさらに船に積み替えて、北の日

本や朝鮮、南の東南アジアに行き、中国商品を売るという活動を推進したのです。 

そして、それぞれの土地、日本や朝鮮、東南アジアで特産品を買い付けて、それを那覇まで持ち込み、

積み替えて中国に売るという、まさしく典型的な中継貿易の役割を果たすことができた。ですからお手元

の 4 頁の地図は、中国商品を仕入れてこれを他のアジアの国々に転売する、アジア諸国の商品を中国に

供給するという、国際貿易の役割を琉球が担っていたことを意味しております。 

 



●国内体制の構築 

～航海技術の導入～ 

 

しかし、中国の政策だけで、琉球の大交易時代を説明することはできません。いわば、琉球側の主体的

な問題にも注目する必要があります。大交易時代を推進できる国内体制の構築、という問題です。その１

つは船を造る技術、それから船を操作する操船術です。これらの技術を、最初は中国から導入しました。

福建から多くの人材を招くのですが、北京政府は鎖国政策をとっており、中国人は海外に出られないわけ

ですから、うまく交渉して彼らを受け入れた。先端の技術者である中国人を取り込んで、彼らを活用する

という戦略でした。やがて技術移転が成功して琉球は自前の態勢を構築します。その当時の中国の船はジ

ャンク船と一般に言われていますが、世界有数の性能を誇る船でありました。その当時、世界的な規模で

は西のアラビア海のダウという船と、東のジャンク船という高いレベルの船でした。このジャンク船を導

入し、先端技術者である中国の福建人を琉球に招いて彼らを活用するという、外部人材の積極的な活用戦

略を推進したのです。そしてもう１つの大事な問題は、アジア交流事業は、一体誰が経営したのか、とい

う問題です。 

 

～国営事業としてすすめられた海外交流～ 

 

アジアにまたがる琉球の海外交流事業ですが、それは民間の事業者が行ったのではなく、当時の琉球王

国そのものが国営事業としてこの事業を推進した、ということだったのです。その証拠が２頁の資料で

す。今から 450年程前の記録でありまして、『辞令書』、当時は『御朱印』と呼びましたけれども、ひらが

なで書いてある資料です。ちょっと読んでみましょう 

「しよりの御ミ事、まなばんゑまいる、せぢあらとミがちくどのハ、□□□かねこほりの、一人まさぶ

ろてこぐニ、たまわり申候、しよりよりまさぶろてこぐの方へまいる。嘉靖廿年八月十日」。２か所に朱

印「首里之印」が押されていますが、この印鑑は首里城の王様が使った公印です。意味は、「まなばん」

は東南アジア、具体的にはシャム（タイ）を指します。シャムに派遣される船、名前は「せぢあらとミ」



号ですが、その船には 200 人位のスタッフが乗ります。その中に「ちくどの」という役職があります。

その役職に「まさぶろてこぐ」という男を任命する、これは首里城の王様の任命である、との意味です。

つまり、海外に出張する人間を王が任命している。王の家来、今で言えば公務員が海外に出張しており、

その任命権者は王である、というわけなのです。また、資料 A ですが、アジアに羽ばたく琉球の気概を

示した記録だと先ほど紹介しましたが、その鐘はどこに架けてあったのかというと、首里城に架けてあり

ました。アジアと交流し、アジアの架け橋になっていると自慢した事業主体は、首里城を本部とする国家

の国営交流事業であったので、その鐘は首里城に架けられていたのです。 

 

～「ヒキ」琉球王国の軍事組織～ 

 

 当時の琉球の人口は推定で８万人位ですけれども、そのような小規模の王国が４頁の地図に示したよ

うな、アジアに羽ばたく大交易時代をできた。それは琉球最大の組織、最強の人材を抱えていた国家が推

進したがゆえに可能であったというわけです。その象徴的な事例は、「ヒキ」と呼ばれた組織です。ナゾ

に包まれた組織でしたが、私はこの組織の解明に取り組んできて、やっと大体のイメージが分かりまし

た。一種の軍事組織なのです。政治の拠点であった首里城を防衛したり、海外交通の拠点であった那覇港

を防衛するための組織です。 

昔の琉球には軍隊などいなかったという誤解が流行していますが、そうではなく、「ヒキ」と呼ばれる

軍隊が存在していました。その証拠が２頁の王が任命した辞令書の中に登場します。「せぢあらとミがち

くどの」とは、「せぢあらとミ」という名の船に乗る「ちくどの」と称する役職、という意味です。この

船に乗って「まなばん」、今のタイに向かう人々が 200人位いたわけです。外交や貿易に従事するスタッ

フたち、船を操作するクルー、乗組員たちがいて、さらには一種のガードマンたちが乗り組んでいたので

す。航海の途中、海賊が襲うかもしれません。アユタヤの町に到着し外交や貿易の活動を行うときに、琉

球のスタッフたちの安全を守るための仕事も必要です。そういう警備を担当したメンバーたちの主任が、

実は「ちくどの」なのです。王から辞令をもらった「まさぶろてこぐ」という人は、「せぢあらとみ」号

と琉球人たちの安全を任された責任者だったのです。 



 ヒキという組織は 12 のチームから編成されていました。１チームは大体 40～50 人と想定されます。

そのヒキが一定のローテーションを組んで、あるチームは首里城の警備、別のチームは那覇港の防衛、他

のチームは海外渡航船の警備というふうに、役割を分担していたのです。したがって、大交易時代を推進

するために、ヒキという独自の組織を持っていたことに注目すべきだと思います。 

 実際に当時の記録を見ますと、しばしば福建の沿岸で海賊に襲われております。マラッカという国にや

ってきたポルトガル人、トメ・ピレスが書いた本によりますと、琉球人は相手が不正なことをすると、剣

を手にして相手に正当な取引を要求する。琉球人は腰に２本の刀を差していて、長い刀はトルコの大刀の

ようだとも。日本刀を２本差して行動する琉球人、それがヒキという組織に属する者たちのイメージだ

と、私は考えています。 

 

～ヨーロッパの文献にみる琉球人～ 

 

 もう１つ注目すべき事実は、今から 450 年前にシャムのアユタヤにやってきたポルトガル人、ディエ

ゴ・デ・フレイタスが書いたレポートの中に登場します。彼はアユタヤで琉球船の船長やスタッフたちと

親しくなり、何度か彼らの船に遊びに行った。そのとき船長は自分にこう説明してくれた。私は琉球の王

から厳しい命令を受けている、と。それは何かとフレイタスが尋ねたら、「アユタヤに出向いた全ての琉

球人を必ず帰国させろ」、という厳しい命令だと答えた。別の日にフレイタスが琉球の船に遊びに行くと、

そこで彼は衝撃的なものを目撃したのですね。アユタヤで死んだ３名の琉球人が、塩漬けにして保存され

ていたのです。死んでもなお琉球人は国に帰らないといけないのか、それほど厳しい掟なのだと、フレイ

タスは感想を述べています。つまり、王の家来、いわば公務員として海外出張しているのですから、帰国

義務が課せられていたわけで、例えば民間の中国人のように華僑として現地に定着するということはな

かったのです。琉球の大交易時代が、国営事業として営まれていたことを裏付けるエピソードだと思いま

す。 

 

 



 ～祈る神女たち～ 

 

 １枚目のペーパーに戻りましょう。男たちは北へ、西へ、南へと海外出張し、性能の良い船に乗り、ヒ

キという軍事的な組織のメンバーとして活動していたわけですが、では女性たちはどうしていたのか、こ

のことにも当然注目しなければなりません。海外に渡航する船の中に、もしかしたら女性たちも含まれて

いたのではないかと思って調べましたが、今のところ１つも事例は出てきません。では、琉球の女性たち

は何をしていたのか。ペーパーに「祈る神女たち」と書きましたけれども、実は女性たちの仕事は祈るこ

とだったのです。海外に出張する琉球の男たちは、彼女たちの夫や息子、兄弟、恋人、あるいは親戚だっ

たわけですから、彼らの無事を神に祈ったのです。その祈りは私的な行為であるという側面もあります

が、大事な点は、琉球という国家や共同体のための祈りだったということです。わかりやすく言うと、組

織としての祈りでした。その証拠が神歌を集めた「おもろさうし」22 巻でして、この歌集は首里城の政

府が編集したものです。15 世紀から 16 世紀初期にかけての歌と推定される、代表的な１首を紹介しま

す。こんなふうに歌うのです。 

 

「おれづむが たちよれば あがあしやつ かみあしあげ おなりがみ てづりよら 大きみに ま

はゑ こうて はりやせ わかなつが たちよれば」。古い琉球語で書いてあり、沖縄方言が得意だと自

慢する現在の沖縄県民には理解できません。昔の音を表記するために、日本から借用したひらがなで書か

れています。「おれづむ」は夏に入る前のシーズン、「わかなつ」はその同義語です。南からの風が吹いて

くる頃ですね。この季節になったから、「おなりがみ」、つまり女性たちは「大きみ」、つまり神様に祈っ

たのです。「てづりよら」と書いてありますので、手を擦り合わせて、懸命に祈りました。どうか南から

の順風が吹きますように、その風を受けて、男どもの乗った船が無事に琉球に帰還できますように、と歌

ったのです。つまりこの歌は、東南アジアに出かけていった貿易船が南からの風を受けて、無事に那覇に

戻ってきますようにという強い気持ちを込めた歌だと思います。 

 

先程紹介したタイとシャム間に派遣された「せぢあらとミ」号ですが、「せぢあら」とは、琉球の古い
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